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琵琶湖高島沖ボーリングコア中の生物源シリカ含有率からみた過去約15万年の気候
変動
Climate changes during the past 150 kyr based on biongenic silica record in Takashima-
oki Drilling Core, Lake Biwa
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日本最大の淡水湖である琵琶湖は現湖沼中では日本最長の堆積記録を有し，日本列島のほぼ中央に位置しているため，
日本列島の気候変動のモニタリングステーションとして重要かつ優位な位置に存在する．本研究では琵琶湖の北湖内で
採取された高島沖ボーリングコアを用いて，古気候変動の実態解明を試みた．分析対象は植物プランクトンの一種で湖内
の一次生産を担うとされる珪藻を選んだ．珪藻の増減は生物源シリカ含有率 (Biogenic silica content, BSC)として求める
ことができ，Colman et al. (1995)によればバイカル湖において古気候変動の記録を示す優れた指標であるとされている．
分析には吸光光度法の一種であるモリブデンイエロー法を採用した．時間分解能は 0-50 kyr BPでは約 50年間隔，50-150
kyr BPでは約 300年間隔で行った．その結果，高島沖コアの BSC記録は NGRIP(North Greenland Ice Core Project)の酸
素同位体比記録 (NGRIP members, 2004)に非常によく同調した変動がみられ，ヤンガードリアスイベント，ハインリッヒ
イベント (Bond et al., 1993)のほか，D-Oサイクル (Dansgaard et al., 1993; Grootes et al., 1993; NGRIP members, 2004)も
確認できた．この NGRIPとの対応から BSC記録作成時に用いた年代モデルの信頼性の高さも示唆される．また BSCと
類似した変動は，同一試料中の中央粒径値 (斎藤・井内，2004)や全炭素濃度 (Iwamoto and Inouchi, 2007)でも確認でき，
BSCの一次生産の指標としての確証も得られた．さらに，亜間氷期との対応は BSCが最もよかった．
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